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社会経済のグローバル化が急激に進み、多くの日本企業も意欲的に海外へ事業展開

する中で、本学から巣立つ技術者もグローバルに活躍することが一層求められていま

す。 

本学では、これに応えられる人材育成に資するため、本学学生と海外諸大学の学生

が協働して共通する課題に関する研究討議その他関連活動を行う機会の一つとして、

平成 15（2003）年度以来毎年、海外の学生と交流を行うプログラムを実施してきまし

た。 

平成 27 年度は、本学及び豊橋市周辺を会場にアジアの交流協定校５校から１７名の

学生を受け入れ、交流プログラムを実施します。 

 
※本プログラムは、国立研究開発法人科学技術振興機構の平成２７年度日本・アジア青少年サイエンス交流事業（さく

らサイエンスプラン）の支援を受けて実施しています。 

 

 

プログラム日程：平成２７年８月３１日（月）～９月５日（土） 

開催地：豊橋技術科学大学及び豊橋市周辺 

趣旨：本プログラムは、工学を学んでいる優秀なアジアの大学生を協定大学から招聘

し、本学の特徴である異分野融合による価値創造型工学研究の最先端の施設を紹介す

るとともに、そこに学ぶ学生とのディスカッション･研究室体験を通して､異分野･異文

化同士の交流を深め､今後アジアをリードするイノベーション人材の育成に貢献する。

更に､日本語会話の学習や豊橋資源化センターの見学を通じて日本の文化・技術に対す

る理解を促進する。 

 ※また、９月２日（水）には、豊橋国際交流協会アゼリア会にご協力いただき、茶

道、華道等の日本文化を体験します。 

詳細のプログラムスケジュールは別紙のとおりです。 

 来年度以降についても、今年度の実施を踏まえ、さらに内容を充実させた交流プロ

グラムを実施の予定です。 

 

本件に関する連絡先 

担当：国際課 留学生係 福村･梁瀬  TEL:0532-44-6577 

広報担当：総務課広報係 高柳・梅藤 TEL:0532-44-6506 

交流協定校から学生１７名を受け入れ、「平成２７年度国際研修プ

ログラム」を実施します 



実施期間： 平成２７年８月３０日（日）～平成２７年９月６日（日）

海外参加大学・受入者数：　マレーシア科学大学４名、マレーシア工科大学３名、バンドン工科大学２名、ホーチミン工科大学４名、中国東北大学４名・・・計１７名

本学参加学生：１９名

Date Time Activities place Details　and objectives

各地→

名古屋(中部国際空港)Pick Up

名古屋→豊橋

ホテルチェックイン

8:00 ホテルロビー集合

8:15 ホテル発

8:50 大学着

9:00-
9:55

開講式、オリエンテーション、大学紹
介

大会議室

・集合写真撮影（５分）
・井上機構長挨拶（５分）
・スタッフ、学生紹介（５分）
・ゲスト学生紹介（１０分）
・学生による大学紹介：大門研究室（１０分）
・全体スケジュール説明：大門先生（１０分）
・事務連絡（安全管理、保険告知書、学内wifi）：国際課（１０分）

10:10-
11:20

キャンパスツアー① EIIRIS/VBL 本学の最先端の研究施設を見学する。

11:30 昼食 学食

13：00-
14:50

キャンパスツアー② ロボットセンター 本学の最先端の研究施設を見学する。

15:00-
16:30

日本語学習体験（サバイバル日本
語）

IGNITE 105 日本にいる期間に最低限必要な日本語を学ぶ。

17:00-
18:30

歓迎会 ひばりラウンジ

・挨拶：大西学長
・乾杯：井上副学長
・サークル紹介（アカペラ、ジャグリング）
･集合写真撮影

19:00 大学発（ホテルへ）

8:00 ホテルロビー集合

8:15 ホテル発

8:50 大学着

9:00 グループディスカッション① IGNITE 105
グループディスカッションを通じて、学生の英語でのコミュニケーション能
力、異文化への理解を深める。

12:00 昼食 学食

13:00 研究室体験 各研究室 研究室に入り、研究室のシステムや最先端の研究について学ぶ。

17:00 大学発（ホテルへ）

9:00 ホテルロビー集合

9:15 ホテル発

9:45 日本文化体験 三の丸会館 生花等の文化体験を通じて、日本の伝統文化を学ぶ。

11:57 豊橋公園前発

12:04 豊橋駅着

- 昼食 豊橋駅周辺

13:10 豊橋駅構内集合

13:29 豊橋発

13:57 りすぱ豊橋着

14:00 豊橋資源化センター見学
豊橋資源化セン
ター

日本の技術に対する理解を深める。

16:00 豊橋資源化センター発（ホテルへ）

Ｈ２７国際研修プログラム（受入）　日程表

H27.9.2
(水)

趣旨・目的：工学を学んでいる優秀なアジアの大学生を協定大学から招聘し、本学の特徴である異分野融合による価値創造型工学研究の最先端の施設
を紹介するとともに、そこに学ぶ学生とのディスカッション･研究室体験を通して､異分野･異文化同士の交流を深め､今後アジアをリードするイノベーション
人材の育成に貢献する。更に､日本語会話の学習や日本文化の体験､近代化産業遺産の見学を通じて日本の文化・技術に対する理解を促進する。

H27.8.30(日)

H27.9.1
(火)

H27.8.31(月)



8:00 ホテルロビー集合

8:15 ホテル発

9:00 グループディスカッション② IGNITE 105
グループディスカッションを通じて、学生の英語でのコミュニケーション能
力、異文化への理解を深める。

12:00 昼食 学食

13:30 本学留学生との懇談 IGNITE 105

14:30 大学寮見学

15:00 課外活動（クラブサークル）体験

17:00 大学発（ホテルへ）

8:15 ホテル発

9:00 プレゼン準備（適宜休憩、昼食） IGNITE 105
グループディスカッションを通じて、学生の英語でのコミュニケーション能
力、異文化への理解を深める。

13:30 プレゼン 講義棟 A2-101
本学の学生とプレゼンテーションを作成し、英語で発表することによっ
て、プレゼンテーション能力を養う。

15：30 閉講式

･講評（５分）：大門先生
･修了証授与（１０分）：大門先生
･写真撮影（５分）
･アンケート回収（１０分）：国際課

16:00 閉講式終了

16:30 歓送会 IGNITE 105

17:30 大学発（ホテルへ）

8:00 ホテルロビー集合

8:05 ホテル発

10:00 中部国際空港着

10:30-
11:30

昼食 中部国際空港

12:00 中部国際空港発

13:30 トヨタ産業技術記念館見学
ﾄﾖﾀﾃｸﾉﾐｭｰｼﾞｱﾑ
産業技術記念館

日本の代表的な企業であるトヨタの歴史を知り、産業遺産を見ることに
よって、日本の技術の発展について学ぶ。

16:00 自由時間、ホテルへ

チェックアウト

各自中部国際空港へ

H27.9.4
(金)

H27.9.3
(木)

留学生と懇談、大学寮見学、課外活動体験など、日本留学生活の具体
的なイメージを想起させる内容を提供することにより、将来の留学を促
す。

H27.9.5
(土)

H27.9.6
(日)
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